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第６　行方不明少年

１　概況
　○　令和７年中に受理した少年の行方不明者届は351人で、前年比38人（12.1％）増加し

た。男女別では、男子少年が159人（45.3％）、女子少年が192人（54.7％）であった。

２　原因・動機別
　○　行方不明となった原因・動機では、家庭関係が120人で最も多く、次いで学業関係、

異性関係の順となっている。
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